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名古屋支店

　

今
回
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
か
ら
食
品
廃
棄
物
の
問
題
を

考
え
、
再
活
用
す
る
『
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ 

Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
フ
ー
ド

テ
キ
ス
タ
イ
ル
）』
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
に
つ
い
て
、

い
つ
も
と
は
少
し
違
う
目
線
か

ら
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

❖
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と
は

　

ま
ず
は
言
葉
の
意
味
か
ら
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。「
フ
ー
ド

（food

）」
は
食
品
・
食
べ
物
、

「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
（textile

）」

は
繊
維
を
主
な
素
材
と
す
る
材

料
や
製
品
の
こ
と
を
指
し
、
織

物
や
布
地
の
こ
と
を
意
味
す
る

英
語
で
す
。
似
た
よ
う
な
意
味

で
「
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
（fabric

）」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
布

地
か
ら
加
工
さ
れ
た
も
の
を
示

す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
、「
フ
ー
ド
テ
キ
ス
タ

イ
ル
（food textile

）」
は
「
食

品
・
食
べ
物
を
使
っ
た
織
物
・

布
地
」
と
い
う
意
味
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

❖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド

　

こ
の
『
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
フ
ー
ド
テ
キ
ス
タ
イ

ル
）』
は
豊
島
株
式
会
社
（
名
古

屋
市
中
区
）※1
が
二
〇
一
五
年
か

ら
展
開
し
て
い
る
廃
棄
予
定
の

食
材
を
染
料
と
し
て
再
活
用
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
染
色
原

料
と
な
る
廃
棄
予
定
食
材
を
提

供
す
る
食
品
関
連
企
業
、
そ
の

生
地
で
商
品
を
展
開
す
る
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
業
３
社
か
ら

成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド

の
名
称
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
製
品

は
次
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
消
費

者
の
手
元
に
届
き
ま
す
。

①
規
格
外
の
食
材
や
カ
ッ
ト
野

菜
の
切
れ
端
、
コ
ー
ヒ
ー
の
出

が
ら
し
な
ど
、
従
来
は
捨
て
ら

れ
て
い
た
残
渣
が
こ
の
「
フ
ー

ド
テ
キ
ス
タ
イ
ル
」
の
色
の
素

に
な
り
ま
す
。

②
食
品
関
連
企
業
や
農
園
か
ら

買
い
取
っ
た
こ
れ
ら
の
原
料
食

材
に
含
ま
れ
る
成
分
を
特
許
技

術
に
よ
り
抽
出
し
染
料
化
。

③
こ
の
染
料
を
使
用
し
て
生
地

や
糸
を
染
め
ま
す
。
染
色
に
は

天
然
染
料
を
90
％
以
上
使
用
し

な
が
ら
、
色
の
丈
夫
さ
（
堅
牢

度
）
に
対
す
る
試
験
も
実
施
し
、

自
然
由
来
で
も
色
落
ち
し
に
く

い
生
地
に
仕
上
げ
ま
す
。

④
こ
こ
ま
で
の
環
境
に
配
慮
し

た
生
産
過
程
や
食
材
由
来
の
染

色
方
法
を
活
か
し
て
新
し
い
製

品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ア

イ
テ
ム
は
、
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ

プ
や
カ
フ
ェ
、
エ
コ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

❖
原
料
と
な
る
食
材
残
渣

　

染
料
の
原
料
と
な
る
、
捨
て

ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
野
菜
や
食

材
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

染
め
ら
れ
た
色
は
原
料
か
ら
想

像
で
き
る
色
も
あ
り
ま
す
し
、

想
像
と
は
異
な
る
色
で
あ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
出
来
上
が
っ
た

布
地
自
体
も
興
味
深
い
も
の
で

す
。

　

例
え
ば
、「
コ
ー
ヒ
ー
＝
濃
茶
」

「
抹
茶
＝
抹
茶
色
」、
ハ
ー
ブ
原

料
「
薄
紅
葵
（
ブ
ル
ー
マ
ロ
ウ
）

＝
薄
い
水
色
」、「
ル
イ
ボ
ス
＝

鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
」、
野
菜

原
料
「
紫
キ
ャ
ベ
ツ
＝
紅
に
近

い
赤
」「
レ
タ
ス
＝
ク
リ
ー
ム
に

近
い
薄
緑
」「
小
松
菜
＝
黄
緑
」、

果
物
原
料
「
ブ
ル
ー
ベ
ー
リ
ー
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＝
少
し
薄
い
紫
」「
柿
＝
黄
色
」

「
梅
＝
薄
い
オ
レ
ン
ジ
」
な
ど

　

現
在
保
有
す
る
カ
ラ
ー
は

50
食
材
500
色
を
超
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
糸
や
布
地
が
製
品
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
色
味
や

雰
囲
気
が
変
わ
り
興
味
深
い
商

品
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❖
次
な
る
取
り
組
み

　

今
年
十
月
に
、
食
品
関
連
企

業
の
「
食
」
の
課
題
を
フ
ー
ド

テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
「
彩
り
」
で

解
決
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
『
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
（
ユ
ア
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）』
の
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
食

品
関
連
企
業
が
発
生
し
て
し
ま

う
自
社
の
廃
棄
食
材
か
ら
抽
出

し
た
色
を
、
自
社
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
テ
ム
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

等
の
制
作
に
活
用
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
食
品
関
連
企
業
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
取
り
組
み
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

第
一
弾
と
し
て
、
カ
ゴ
メ
株

式
会
社
の
「
カ
ゴ
メ
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
」
90
周
年
を
記
念
し

た「
ト
マ
ト
デ
ザ
イ
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
」

を
廃
棄
予
定
ト
マ
ト
製
品
か
ら

抽
出
し
た
色
で
染
め
て
制
作
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
、
第
二
弾
以

降
も
様
々
な
企
業
が
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

四
月
号
、
八
月
号
と
特
集
し

て
き
ま
し
た「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
集
」。

今
回
は「
陸
に
関
す
る
も
の
」と

し
て
、
次
の
３
社
の
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
カ
ゴ
メ
株
式
会
社

　

カ
ゴ
メ
株
式
会
社
は
、
一
八

九
九
年
愛
知
県
知
多
郡
荒
尾
村

（
現
:
東
海
市
荒
尾
町
）
に
創

業
し
ま
し
た
。
創
業
者
の
蟹
江

一
太
郎
氏
が
初
め
て
ト
マ
ト
の

発
芽
を
見
た
日
が
創
業
日
だ
そ

う
で
す
。
当
初
は
西
洋
野
菜
の

栽
培
・
販
売
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
ト
マ
ト
が
当
時
は
思
う
よ

う
に
売
れ
ず
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な

ど
の
加
工
品
の
販
売
を
始
め
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
で
は
、
「
ト
マ
ト
の
会

社
」
か
ら
「
野
菜
の
会
社
」

を
目
指
し
、
生
鮮
野
菜
か
ら

ジ
ュ
ー
ス
・
調
味
料
、
冷
凍
素

材
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
幅
広
く

開
発
・
普
及
を
進
め
、
人
々
の

健
康
的
で
豊
か
な
食
生
活
に
貢

献
す
る
企
業
で
す
。

＊
二
〇
二
五
年
の
あ
り
た
い
姿

　

「
食
を
通
じ
て
社
会
課
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
持
続
的
に

成
長
で
き
る
強
い
企
業
に
な

る
」
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
三

つ
の
課
題
を
柱
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
販
促

の
直
接
的
な
手
段
と
し
て
使
用

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
健
康
寿
命
の
延
伸

　

野
菜
摂
取
に
対
す
る
意
識
変

容
・
行
動
変
容
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、『
野
菜
を
と
ろ
う　

あ

と
60
ｇ
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
19
の
賛
同
企
業
・
団
体
と

※
色
に
つ
い
て
の
表
現
は
個
人
的
感
覚
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た
方
は

実
際
の
色
を
ぜ
ひ
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

FO
O
D
 TEX

TILE

←（
フ
ー
ド
テ
キ
ス
タ
イ
ル
）

→YOUR FOOD PROJECT

　
（
ユ
ア
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

※1
豊
島
株
式
会
社
は
一
八
四
一
年
に
「
綿

屋
半
七
」
の
屋
号
で
愛
知
県
一
宮
市
に
繊

維
問
屋
を
起
こ
し
、
現
在
で
は
世
界
各
地

か
ら
の
原
料
、
糸
・
生
地
の
買
い
付
け
販

売
、
生
産
管
理
、
納
品
ま
で
の
総
合
的
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
で
す
。

▲トマトデザインTシャツ
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と
も
に
野
菜
を
摂
る
こ
と
の
大

切
さ
や
上
手
な
摂
り
方
を
広
め

る
野
菜
摂
取
推
進
活
動「
野
菜
を

と
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」や
、
管

理
栄
養
士
が
健
康
的
な
食
生
活

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
健
康
セ

ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、
小
型
の
セ

ン
サ
ー
に
手
の
ひ
ら
を
乗
せ
て

30
秒
ほ
ど
で
測
定
で
き
る
野
菜

摂
取
量
推
定
機「
ベ
ジ
チ
ェッ
ク
®
」

の
普
及
、
野
菜
の
お
い
し
さ
・

栄
養
価
値
を
活
か
し
た
食
品
・

飲
料
を
野
菜
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
多
様
に
展
開
。

②
農
業
振
興
・
地
方
創
生

　

創
業
以
来
行
っ
て
い
る
加
工

用
ト
マ
ト
生
産
者
へ
の
ト
マ
ト

栽
培
支
援
・
収
穫
機
械
化
の
促

進
な
ど
持
続
可
能
な
ト
マ
ト
栽

培
を
目
指
す
活
動
や
、
日
本
電

気
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
と
の

共
同
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
加
工

用
ト
マ
ト
の
営
農
支
援
を
行
う

事
業
を
展
開
し
、
栽
培
経
験
が

浅
い
人
で
も
農
業
を
実
践
で
き

る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

実
の
お
い
し
さ
を
届
け
る
野
菜

100
シ
リ
ー
ズ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
果
実
の
特
徴
以
外
に

そ
の
地
域
の
風
景
や
名
所
を

あ
し
ら
っ
て
い
る
た
め
、
旅
行

気
分
が
味
わ
え
る
と
人
気
も
高

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
他
、
野
菜
に
親
し
み
、

地
域
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
野

菜
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て

「
野
菜
生
活
フ
ァ
ー
ム
富
士

見
」
が
長
野
県
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
所
は
、
五
十
年
以
上
カ

ゴ
メ
の
富
士
見
工
場
を
操
業
し

て
い
る
地
で
あ
り
、
こ
の
地
域

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

③
持
続
可
能
な
地
球
環
境

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
の
削

減
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
四
月

か
ら
紙
容
器
飲
料
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
プ
及
び
リ
ン
グ

を
100
％
植
物
由
来
素
材（
サ
ト

ウ
キ
ビ
由
来
）に
切
り
替
え
、

一
部
商
品
に
は
植
物
性
由
来
ス

ト
ロ
ー
を
利
用
。
ま
た
、
二
〇

二
三
年
五
下
旬
か
ら『
植
物
性

乳
酸
菌
ラ
ブ
レ
』の
ス
ト
ロ
ー

貼
付
を
や
め
、
そ
れ
に
と
も
な

い
ボ
ト
ル
上
部
の
ア
ル
ミ
の
フ

タ
の
形
状
や
材
質
を
開
け
や
す

く
、
飲
み
や
す
い
よ
う
に
改
良

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
二
〇

二
二
年
か
ら
は「
カ
ゴ
メ
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
」の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容

器
を
100
％
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を
使

用
し
た
も
の
に
変
更
し
た
う
え

で
、「
ス
マ
ー
トeco

ボ
ト
ル
」と

し
て
使
い
や
す
さ
も
向
上
し
た
も

の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
先
述
の「
野
菜
生
活

フ
ァ
ー
ム
富
士
見
」に
は
、「
生

き
物
と
共
生
す
る
農
場
」を
設
置

し
、
農
業
に
お
け
る「
生
態
系
へ

の
負
荷
を
軽
減
す
る
仕
掛
け
を

施
し
、
多
様
な
生
物
と
の
共
生

を
実
現
す
る
モ
デ
ル
と
な
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
様
々
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
業
デ
ー
タ

所
在
地:

名
古
屋
市
中
区
錦
3
丁
目
14
番
15
号

U
RL:https://w

w
w
.kagom

e.co.jp/

▲「ベジチェック®」を体験してみました
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◆
エ
ム
・
シ
ー
シ
ー
食
品
株
式
会
社

　

兵
庫
県
神
戸
市
の
エ
ム
・

シ
ー
シ
ー
食
品
株
式
会
社
は
、

豊
富
な
調
理
缶
詰
・
レ
ト
ル
ト

パ
ウ
チ
商
品
・
冷
凍
食
品
を
取

り
扱
う
調
理
食
品
専
業
メ
ー

カ
ー
で
す
。

＊
地
域
・
社
会
を
支
え
る

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
、
ジ
ェ
ノ

ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス（
パ
ス
タ
ソ
ー

ス
）や
バ
ジ
ル
ペ
ー
ス
ト
な
ど
の

人
気
商
品
に
欠
か
せ
な
い
主
要

原
材
料「
バ
ジ
ル
」に
着
目
し
、

兵
庫
県
で
の
生
産
を
開
始
し
た

「
兵
庫
県
産
バ
ジ
ル
」は
、
二
〇

一
四
年
に
行
政
の
支
援
と
兵
庫

県
た
つ
の
市「
株
式
会
社
さ
さ
営

農
」と
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
本

格
的
な
生
産
管
理
体
制
を
確
立

し
ま
し
た
。
兵
庫
県
内
の
契
約

農
家
バ
ジ
ル
畑
・
㈱
さ
さ
営
農

の
バ
ジ
ル
加
工
工
場
・
エ
ム
・

シ
ー
シ
ー
食
品
㈱
の
食
品
生
産

工
場
す
べ
て
の
立
地
が
比
較
的

近
い
た
め
管
理
が
行
き
届
き
安

心
と
安
全
、
良
質
の
原
材
料
を

地
元
で
調
達
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地

の
有
効
活
用
・
地
元
地
域
の
雇

用
促
進
な
ど
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
度
の
神

戸
市
の
事
業「
子
育
て
世
帯
へ
の

食
を
通
じ
た
つ
な
が
り
支
援
」に

協
賛
し
、
家
庭
用
商
品「
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
」を
提
供
。

こ
の
他
に
も
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・

ケ
モ
・
ハ
ウ
ス（
神
戸
市
中
央

区
）、
み
そ
ら
こ
ど
も
食
堂（
神

戸
市
中
央
区
）、
女
性
や
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ａ（
わ
っ
か
）（
神

戸
市
長
田
区
）、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
な
ど
に

対
し
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
や
ス
ー

プ
、
ソ
ー
ス
な
ど
を
提
供
し
、

地
元
地
域
の
食
支
援
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

＊
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
み

　

神
戸
市
で
は
食
品
ロ
ス
削
減

の
実
現
に
向
け
て「
K
O
B
E
ス

ト
ッ
プ
t
h
e
食
品
ロ
ス
」運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

運
動
に
参
加
し
、
食
品
ロ
ス
削

減
の
普
及
・
啓
発
を
強
化
す
べ

く
、
余
り
が
ち
な
野
菜
や
い
つ

も
は
捨
て
て
し
ま
う
野
菜
の
芯

や
皮
な
ど
を
使
用
し
た「
ス
ー
プ

レ
シ
ピ（
白
い
野
菜
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
）」を
考
案
し
、
簡
単
な
食

品
ロ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
の
材
料
と
な
る

「
イ
チ
ジ
ク
チ
ャ
ツ
ネ
」を
製
造

す
る
際
に
、
品
質
に
は
問
題
が

な
い
も
の
の
落
下
等
に
よ
っ
て

青
果
販
売
で
き
な
か
っ
た
も
の

を
一
部
使
用（
冷
凍
凍
結
し
商
品

製
造
時
に
利
用
）す
る
こ
と
を

▲バジル畑

▲チャイルド・ケモ・ハウス支援
イベント出展の様子
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㈱
さ
さ
営
農
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
ま
す
。

＊
食
育
×
ア
ー
ト

　

今
年
八
月
に
は
、
株
式
会
社

om
ochi

と
オ
ー
エ
ス
株
式
会
社

と
と
も
に「
食
育
×
ア
ー
ト
」を

テ
ー
マ
に
し
た
体
験
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「
ス
ー
プ
探
偵
団
~
五

感
を
頼
り
に
、
お
い
し
さ
の
ヒ

ミ
ツ
を
解
き
明
か
せ
！
~
」を
、

小
学
生
を
対
象
に
開
催
し
ま
し

た
。

　
「
味
の
感
動
を
伝
え
る
ー
。」

と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い

る
企
業
な
ら
で
は
の
、
五
感
を

使
っ
て
ス
ー
プ
を
ゆ
っ
く
り
と

味
わ
い
、
そ
の
食
べ
る
中
で
感

じ
た
こ
と
を
自
由
に
描
き「
ア
ー

ト
」と
い
う
形
で
表
現
す
る
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
噛
ん
で
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
と
楽
し
さ
、
そ
し

て
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
力
・

多
様
な
価
値
観
を
理
解
す
る
力

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
当

日
の
子
ど
も
た
ち
は「
と
う
も
ろ

こ
し
ス
ー
プ
」を
温
か
い
も
の
・

冷
た
い
も
の
二
種
類
を
食
べ
比

べ
、
感
じ
た
こ
と
を
表
現
・
発

表
す
る
こ
と
で
同
じ
も
の
に
触

れ
て
も
人
に
よ
っ
て
表
現
が
異

な
る
こ
と
知
り
、
と
う
も
ろ
こ

し
の
生な

ま

と
茹
で
た
も
の
そ
れ
ぞ

れ
を
触
っ
て
観
察
す
る
体
験
も

楽
し
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。

◆
株
式
会
社
南
部
食
鶏

　

愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
の

株
式
会
社
南
部
食
鶏
は
愛
知
県

下
八
か
所
に
あ
る
直
営
、
契
約

農
場
で
育
て
た
純
系
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
を
取
り
扱
う「
コ
ー
チ

ン
専
門
」の
企
業
で
す
。

＊
生
産
か
ら
の
環
境
対
策

　

鮮
度
と
味
を
重
視
す
る
た
め
、

前
日
の
夜
に
入
荷
し
た
生
鳥
は

翌
朝
の
午
前
中
に
処
理
を
完
了

し
、
朝
挽
き
純
系
名
古
屋
コ
ー

チ
ン
と
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に

料
亭
や
精
肉
店
に
卸
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
新
鮮
な
状
態
で

納
品
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
㈱
南
部
食
鶏
で
は
特

殊
な
冷
凍
技
術
で
あ
る
プ
ロ
ト

ン
凍
結
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ト
ン
技
術
と
は
凍
結
す
る

際
に
起
こ
る
細
胞
破
壊
を
磁
力

と
電
磁
波
を
利
用
し
て
、
そ
れ

ら
を
最
大
限
に
防
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
解
凍
後
に
発
生
す

る
ド
リ
ッ
プ（
肉
の
旨
み
成
分
）

流
出
を
抑
え
、
解
凍
で
あ
り
な

が
ら
チ
ル
ド
製
品
に
限
り
な
く

近
い
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

＊
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
取
組
み

　

先
述
の
プ
ロ
ト
ン
凍
結
の
技

術
は
、
通
常
の
凍
結
で
あ
れ
ば

解
凍
後
に
一
割
程
度
が
ド
リ
ッ

プ
と
し
て
流
出
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
フ
ー
ド
ロ
ス
の
観

点
か
ら
も
良
い
結
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の

観
点
か
ら
廃
棄
物
ゼ
ロ
に
向
け

て
、
屠
鳥
の
際
に
ど
う
し
て
も

出
て
し
ま
う
残
渣（
動
物
性
固
形

不
要
物
）は
飼
料
、
肥
料
へ
の
利

用
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

廃
棄
物
削
減
・
再
資
源
化
を
可

企
業
デ
ー
タ

所
在
地:

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
32
番

U
RL:https://w

w
w
.m
ccfoods.co.jp/

▲ワークショップ「スープ探偵団」の様子

▲名古屋コーチン　生肉

▲名古屋コーチン　生鳥
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能
に
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に

努
め
て
い
ま
す
。

＊
伝
統
を
守
り
伝
え
る

　

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
に
つ
い
て

は
過
去
に「
中
日
本
給
食
だ
よ

り
」で
も
特
集
を
組
み
ま
し
た

が
、
明
治
初
期
に
現
在
の
愛
知

県
小
牧
市
で
元
尾
張
藩
士
海
部

荘
平
・
正
秀
兄
弟
が
飼
い
始
め

作
出
さ
れ
た
、
日
本
家
畜
協
会

に
よ
っ
て
初
の「
国
産
実
用
鶏
」

と
し
て
明
治
三
十
八
年
に
認
定

さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
三
大
地

鶏
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
名

古
屋
コ
ー
チ
ン（
正
式
な
品
種
名

は「
名
古
屋
種
」）は
他
の
品
種
と

交
雑
す
る
こ
と
な
く
純
系
種
の

ま
ま
の
地
鶏
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
地
鶏
の
王
様
」と
い
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
歴
史
を
持
つ「
純

系
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」の
普
及
を

通
じ
て
、
豊
か
な
食
生
活
の
実

現
と
食
文
化
の
更
な
る
発
展
に

向
け
て
貢
献
す
る
べ
く
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
熱
田
」と
い
う
地
域
も

熱
田
神
宮
を
は
じ
め
と
し
て
か

つ
て
は
東
海
道
随
一
の
賑
わ
い

を
見
せ
た「
熱
田
の
宮
宿
」で
あ

り
、
文
化
的
に
歴
史
の
あ
る
地

域
で
す
。
そ
ん
な
熱
田
地
域
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
団
体「
あ

つ
た
宮
宿
会
」が
あ
り
、
㈱
南
部

食
鶏
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
食
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
、
愛
知
県

下
の
学
校
給
食
へ
の
提
供
な
ど

を
通
し
て
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
の

歴
史
や
鶏
本
来
の
味
を
子
ど
も

た
ち
や
、
地
鶏
や
国
産
鶏
を
知

ら
な
い
と
い
う
人
に
向
け
て
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

企
業
デ
ー
タ

所
在
地:

名
古
屋
市
熱
田
区
二
番
２-

４-

５

U
RL:https://koutin.co.jp/

▲あつた宮宿会「朔日市」の様子

▲名古屋コーチン協会のイベント風景

▲イベント出店（焼き鳥の提供）

　

今
年
度
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
四
月
号
、
八
月
号
、
今
月
号

を
通
し
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
共
通
の
目

標
で
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
更

に
考
え
る
場
面
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
と
し
て
、
個
人
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
全
体
と
し

て
目
標
達
成
に
む
け
て
進
ん
で

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
後
記
）
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□
講
演
会
開
催

　

当
組
合
で
は
去
る
十
一
月

十
六
日
（
木
）
に
令
和
五
年
度

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
隔
年
で
夏
か
ら
秋
に
か
け

た
時
期
に
開
催
を
し
て
お
り
ま

し
た
こ
の
講
演
会
及
び
懇
親
会
は

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
か

ら
四
年
振
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
久
し
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
改
め
て「
学
校

給
食
と
食
育
・
愛
知
県
下
の
子

ど
も
の
様
子
」に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

愛
知
県
教
育
委
員
会
保
健
体
育

課
給
食
グ
ル
ー
プ
指
導
主
事
の

小
田
敦
子
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、

愛
知
県
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

の
概
略
説
明
を
は
じ
め
と
し
て
、

愛
知
県
下
の
子
ど
も
の
人
数
の

推
移
と
学
校
給
食
の
喫
食
人
数
、

愛
知
県
下
で
の
食
育
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
と

学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
取
り

上
げ
ら
れ
方
、
ま
た
、
い
ま
求

め
ら
れ
る
学
校
給
食
用
物
資
に

つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
、
出
席
し
た
当
組
合
の

組
合
員
・
賛
助
会
員
よ
り
の
質

問
に
も
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。
組
合
員
・
賛
助
会
員
一

同
、
改
め
て
学
校
給
食
の
大
切

さ
と
、
そ
の
大
切
な
学
校
給
食

に
携
わ
っ
て
い
る
誇
り
を
心
に

留
め
、
愛
知
県
の
学
校
給
食
が

安
心
で
安
全
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も
に
と
っ

て
学
び
の
場
に
も
な
る
よ
う
な

学
校
給
食
用
物
資
の
開
発
・
納

入
を
通
し
て
学
校
給
食
に
さ
ら

に
貢
献
で
き
る
よ
う
気
持
ち
を

新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
ご
講
演

を
賜
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

当
組
合
で
は
今
後
も
、
様
々

な
方
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会

を
継
続
し
て
開
催
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

□
秋
季
親
睦
会
開
催

　

去
る
令
和
五
年
十
月
十
九

日
、
秋
晴
れ
の
も
と
秋
季
親
睦

会
を
知
多
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
親
睦
会
も
平
成
二
十
四

年
の
開
催
か
ら
久
し
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

□
ハ
ブ
ラ
シ
・
リ
サ
イ
ク
ル

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
回
収
報
告

　

四
月
号
に
て
特
集
を
し
、
当

組
合
で
も
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
「
ハ
ブ
ラ
シ
・
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ

い
て
、
八
月
二
十
三
日
の
愛
知

県
学
校
給
食
関
連
物
資
展
示
会

で
の
回
収
、
そ
の
他
当
組
合
開

催
事
業
に
お
い
て
回
収
箱
の
設

置
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

約
三
百
本
の
使
用
済
み
ハ
ブ
ラ

シ
を
回
収
い
た
し
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
回
収
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
当
組
合
開
催
の

各
事
業
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
持
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
こ
の
他
、
当

組
合
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
お
送
り
い
た
だ
い
て
も
受

付
は
可
能
で
す
。
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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